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が３例，gradeUfocalが１例，gradeHdiffuse

が３例，ｇｒａｄｅｌがｌ例であり陽性率は85％であ

った。２４時間像ではgrademfocalが６例，grade

Hfocalが４例，gradeHdiffuseが４例，ｇｒａｄｅ

ｌが８例，ｇｒａｄｅＯが５例となり、陽`性率は37％

と低下し、偽陽性は15％，陰`性は48％であった。

２時間像と24時間像の組み合わせでは、両者が陽

性なのは10例37％，２時間像陽性で24時間像偽陽

'性は４例，２時間像陽性で24時間像が陰`性は９例

33％，２時間像が偽陽性で24時間像が陰性なのは

３例であった。

つぎに２時間像24時間像共に陽性の10例（Ａ群）

と、２時間像は陽'性なのに24時間像では陰`性にな

った９例（Ｂ群）を２群に分けて検討した。Ａ群

の左室駆出率(LVEF)は平均35.2±6.5％であっ

た。心筋スキャンの所見では、欠損が心筋の1/４

以上を占める＋＋が５例，ｌ/4以下の欠損十が１

例であった。一方、Ｂ群ではＬＶＥＦの平均値は

53.3±10％と有意に高く、心筋スキャンの所見で

も＋＋が３例，＋が３例，±がｌ例，－が２例と

欠損が認められない例や小さい例が含まれていた。

心電図などから心内膜下梗塞と診断された症例

は５例あり、他の22例は貫壁性心筋梗塞と考えら

れた。心内膜下梗塞５例の内２例では２時間像陽

性，２４時間像陰`性であり、２例では２時間像偽陽

性，２４時間像陰性であった。残る１例は２時間像，

24時間像共に陽`性であった。２２例の貫壁性梗塞で

は９例が２時間像，２４時間像共に陽性、７例では

２時間像陽性，２４時間像陰`性であった。

４．考案

９９mTcpYp心筋梗塞スキャン24時間像が陽`性

のままの症例と、２４時間像が陰性化する症例があ

る。２４時間像が陽`性の症例では201Tl心筋スキャ

ン上欠損が大きく、心プールスキャンでのＬＶＥＦ

が低下している。それに比較して24時間像が陰性

化する症例では心筋梗塞巣が小さくて、心機能の

低下も少ないと言える。

２４時間像が陰`性化する症例が心内膜下梗塞では

ないかと考えたが、貫壁性梗塞例でも24時間像が

陰性化するため両者の鑑別診断には利用出来ない

と考えられた。

１．はじめに

第４回の本研究会で99mTcPyrophosphate（以

下99mTcpYp）心筋梗塞スキャンの24時間像に

ついて既に報告した。その後症例数が増加したの

で、急,性心筋梗塞（以下ＡＭＩ）患者を24時間像

が陽`性群と陰,性群とに分類し、急性心筋梗塞の内、

心内膜下梗塞が99mTcpYpスキャン24時間像に

よって鑑別できるかを検討した。

２．対象と方法

対象は57例、８０回の検査である。８０回の検査の

内訳は、ＡＭＩ２７回，ＲＭＩ（発症１週間からlか

月以内の心筋梗塞）８回，ＯＭＩ（発症lか月以

上経過した心筋梗塞）３４回，その他11回である。

57例の内訳では、男性44例，女`性13例で、年齢は

22歳から89歳、平均66.7歳であった。方法は既に

報告したのと同様であり、９９mTcpYP15mCi静

注２時間後に胸部正面，LAO30.,LAO60.,左側面

の４方向から撮像した。ざらに24時間後に胸部正

面とLAO60゜の２方向像を撮像した。判定は２

時間像，２４時間像共に視覚による評価で行い、

Parkeyの分類に従い、異常集積の濃度の程度を

ｇｒａｄｅＯ,Ｌｕ，Ⅲ，Ⅳに分類し、集積の局在は

focalとdiffuseとに分類した。GradeHfocal以

上を陽`性，gradeⅡdiffuseは偽陽`性，ｇｒａｄｅＯｌ

は陰,性と判定した。８０回の検査の内、約３分の２

では１週間以内に99mTcjRBCによる心プールスキ

ャンと201Tl心筋スキャンが行われた。心プール

スキャンでは左室駆出率を測定し、心筋スキャン

では欠損の有無と欠損の程度を５段階に評価した。

心筋梗塞の診断は病歴、特に胸痛発作の有無，

心電図のＳＴ変化，血清酵素の上昇から判定した。

さらに循環器専門医によって心内膜下梗塞の診断

を試みた。

３．結果

ＡＭＩ２７例の内訳は男`性22例，女`性５例で平均

年齢は68.4歳であった。９９mTcPYPスキャンは

発症4.8日目に行われた。２時間像の所見はgrade

Ⅳが９例，grademfocalが10例，grademdiffuse
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99mTcpYpスキャン２時間像と24時間像の結果。
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ＡＭＩ２７例の内、心内膜下梗塞５例と貫壁`性
梗塞22例での99mTc-PYPスキャン，心プー
ルスキヤン，201Ｔｌ心筋スキャンの所見｡
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